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小
林
多
喜
二
は
、
一
九
三
三
年
二
月
二
十
日
、
築
地
警
察
で
拷
問
さ
れ
た

結
果
、
内
出
血
の
た
め
に
死
ん
だ
。

　
小
林
多
喜
二
の
文
学
者
と
し
て
の
活
動
が
、
ど
ん
な
に
当
時
の
人
々
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
、
愛
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
殺
さ
れ
た
小
林
多
喜

二
の
遺
骸
が
杉
並
に
あ
っ
た
住
居
へ
運
ば
れ
て
か
ら
の
通
夜
の
晩
、
集
っ
た

人
た
ち
の
種
類
か
ら
見
て
も
分
っ
た
。
彼
の
作
品
を
熱
心
に
よ
ん
で
い
た
労

働
者
、
学
生
、
文
学
上
の
同
志
た
ち
に
交
っ
て
、
思
い
も
か
け
な
い
よ
う
な

若
い
婦
人
た
ち
も
少
な
か
ら
ず
来
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
が
そ
の
夜
の
通
夜
に

来
た
と
い
う
事
実
は
全
く
独
特
な
、
日
本
ら
し
い
道
を
通
っ
て
私
に
分
っ
た

の
で
あ
っ
た
。

3



　
警
察
は
、
殺
し
た
小
林
多
喜
二
の
猶
生
き
つ
づ
け
る
生
命
の
力
を
畏
れ
て
、

通
夜
に
来
る
人
々
を
片
端
か
ら
杉
並
警
察
署
へ
検
束
し
た
。
供
え
の
花
を
も

っ
て
行
っ
た
私
も
検
束
さ
れ
た
。
「
小
林
多
喜
二
を
何
だ
と
思
っ
て
来
た
！
」

そ
う
詰
問
さ
れ
た
。
「
小
林
は
日
本
に
類
の
少
い
立
派
な
作
家
だ
と
思
う
か

ら
来
ま
し
た
」
「
何
、
作
家
だ
？
」
背
広
を
着
た
特
高
は
、
私
を
つ
か
ま
え

て
引
こ
ん
だ
小
林
の
家
の
前
通
り
の
空
家
の
薄
暗
い
裡
で
大
き
い
声
で
云
っ

た
。

「
小
林
は
共
産
党
員
じ
ゃ
な
い
か
、
人
を
馬
鹿
に
す
る
な
！
」

「
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
前
に
、
小
林
多
喜
二
は
、
立
派
な
文

学
者
で
す
よ
」

「
理
屈
な
ん
か
き
い
ち
ゃ
い
ら
れ
な
い
。
サ
ア
、
行
く
ん
だ
」
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そ
し
て
、
杉
並
署
へ
つ
い
て
、
留
置
場
へ
入
れ
ら
れ
か
け
た
。
留
置
場
の

女
の
と
こ
ろ
は
一
杯
で
、
も
う
入
れ
ら
れ
な
い
と
、
看
守
が
こ
と
わ
っ
た
。

「
何
だ
っ
て
、
今
夜
は
ァ
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
つ
っ
ち
ェ
く
る
ん
だ
」
と
看

守
が
不
満
そ
う
に
抗
議
し
た
。
留
置
場
は
一
杯
に
な
っ
て
い
た
。
小
林
多
喜

二
の
と
こ
ろ
へ
来
た
人
た
ち
で
、
少
く
と
も
女
の
室
は
満
員
と
な
っ
て
い
た
。

私
は
、
そ
れ
で
「
帰
れ
、
仕
様
が
な
い
」
と
帰
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
三
三
年
は
前
年
に
治
安
維
持
法
が
改
悪
さ
れ
て
、
そ
の
た
め
に
進
歩

的
な
文
化
全
面
に
、
激
し
い
動
揺
が
生
じ
て
い
た
。
内
心
の
恐
怖
を
、
文
化

・
文
学
理
論
へ
の
批
判
と
い
う
形
に
す
り
か
え
て
、
卑
劣
な
内
部
崩
壊
が
企

て
ら
れ
て
い
た
。
小
林
多
喜
二
は
、
前
年
春
か
ら
、
不
自
由
な
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
暮
し
な
が
ら
、
文
学
者
と
し
て
可
能
な
限
り
当
時
の
こ
の
腐
敗
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的
潮
流
と
闘
っ
た
。
そ
の
間
に
「
党
生
活
者
」
そ
の
他
の
、
日
本
民
主
文
学

の
歴
史
的
所
産
た
る
作
品
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
当
時
、
一
部
の
文
化
人
と
云
わ
れ
る
人
々
は
、
小
林
多
喜
二
の
貴
重
な
生

命
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
一
語
も
日
本
の
警
察
の
野
蛮
さ
、
無
恥
さ

に
つ
い
て
憤
ら
ず
、
却
っ
て
共
産
党
が
、
あ
た
ら
小
林
の
才
能
を
挫
折
さ
せ

た
、
と
い
う
風
に
批
評
し
た
。
小
ざ
か
し
げ
な
そ
の
種
の
文
章
が
新
聞
に
い

く
つ
も
載
っ
た
。

　
執
筆
し
た
人
々
は
、
今
日
生
存
し
つ
づ
け
て
い
る
。
ど
ん
な
慙
愧
ざ
ん
き
の
念
を

も
っ
て
、
昨
年
十
月
初
旬
、
治
維
法
の
撤
廃
さ
れ
た
事
実
を
見
、
初
め
て
公

表
さ
れ
た
日
本
支
配
権
力
の
兇
暴
に
面
を
う
た
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
民
主
的
な
社
会
生
活
の
根
本
に
は
、
人
権
の
尊
重
と
い
う
基
底
が
横
わ
っ
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て
い
る
。
人
権
尊
重
と
い
う
こ
と
は
、
正
当
な
思
想
を
抑
圧
し
て
小
林
多
喜

二
の
よ
う
な
卓
抜
な
一
個
の
社
会
人
・
作
家
を
撲
殺
す
る
よ
う
な
こ
と
が
決

し
て
在
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
通
念
を
意
味
す
る
。
同
時
に
、
そ
れ
を
主

体
的
に
云
え
ば
、
一
個
の
社
会
人
・
芸
術
家
は
、
自
分
の
理
性
が
さ
し
示
す

歴
史
の
前
進
の
方
向
、
情
熱
が
さ
し
示
す
純
潔
な
る
芸
術
生
活
へ
の
献
身
を
、

ひ
る
む
こ
と
な
く
わ
が
身
を
も
っ
て
実
現
す
る
当
然
の
自
由
を
も
っ
て
い
る

の
だ
と
い
う
こ
と
を
自
覚
す
べ
き
責
任
が
あ
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
人

間
一
個
の
価
値
を
、
最
大
に
、
最
高
に
、
最
も
多
彩
に
美
し
く
歴
史
の
う
ち

に
発
揮
せ
よ
。
小
林
多
喜
二
の
文
学
者
と
し
て
の
生
涯
は
、
日
本
の
最
悪
の

条
件
の
な
か
に
あ
っ
て
猶
且
つ
、
そ
の
よ
う
に
生
き
貫
い
た
典
型
の
一
つ
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
九
四
六
年
三
月
〕
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
宮
本
百
合
子
全
集
　
第
十
三
巻
」
新
日
本
出
版
社

　
　
　1979
（
昭
和54

）
年11

月20

日
初
版
発
行

　
　
　1986

（
昭
和61

）
年3

月20

日
第5

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
宮
本
百
合
子
全
集
　
第
十
一
巻
」
河
出
書
房

　
　
　1952

（
昭
和27
）
年5
月
発
行

初
出
：
「
文
学
時
標
」
第
四
号

　
　
　1946

（
昭
和21

）
年3

月1
日

入
力
：
柴
田
卓
治

校
正
：
米
田
進
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2003

年4

月23

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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